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東北日本背弧における島弧直交方向の山地の成因：南北圧縮の重要性
On the causes of across-arc mountain ranges in the back-arc region of Tohoku arc:
Importance of north-south compression
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東北地方では基本的に島弧の走向方向である南北方向に地形の連続性が良い。山地で言えば太平洋側から順
に、北上・阿武隈山地、奥羽脊梁山脈、出羽山地が配列する。その一方、火山フロントをなす脊梁山脈よりも
背弧側では、島弧の横断方向（東西方向）にも明瞭な地形的高まりが認められる。北から順に、白神山地、森
吉山・太平山地、神室山地・丁岳山地（鳥海山）、月山・朝日山地、飯豊山地といった具合である。この東西
方向の地形的高まりは、火山分布やトモグラフィーによる地震波低速度域と良い対応を示し、その説明とし
て、島弧下のマントルウェッジで背弧側から脊梁山脈下に向かって指状に熱いマントル物質が上昇してくるモ
デル（hot finger model; Tamura et al., 2002）が提唱され広く受け入れられている。 
しかし、世界中の沈み込み帯を広く見渡してみると、東北日本のように島弧の走向と直交する方向に山地列が
分布することはほとんど全くない。敢えて言えば、やや斜行しているが、伊豆弧の北端部で類似した構造が認
められるくらいである。このことは、マントルウェッジでの上昇流という他の島弧でも起こるであろう一般的
な理由のみによる説明では、本質的に不十分であることを示唆する。 
世界中の島弧において、地形的な高まりと火山分布の関係を調べてみると、圧縮場においては常に火山フロン
トが地形的高まりと一致することが分かる。その一方、伸張場ではこの関係は成り立たない。従って、東北日
本では、まず東西圧縮応力が重要であるが（それにより、南北走向の山地が形成されている）、第二義的には
南北圧縮応力が重要ではないかと考えられる。地震のメカニズム解も東西方向に圧縮軸を持つ逆断層タイプが
多く、この考えと矛盾しない。
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